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5.海岸沿いに東へ

1969-74年溶岩流の上を走り抜けると海岸に達する.

ここから海岸沿いに東へ走るとしぱらくは左手にはっき

りとした断層崖が見える(第18図6月号).1975年11月

のM=7.2のカラパナ大地震の震源はこの海岸の地下5

kmであった･この地震によって海岸部は所によって

は3.5mも沈降しまた発生した津波の高さは最高14.6

mに達し被害総額は400万ドルを超えたという.見事

在断層崖もこのような恐ろしい地震の繰り返しでできた

のであろう.

さて民俗資料などが展示してあるWahau1aVisitor

Centerを過ぎて約3km(ヵラバナの手前約1.6㎞)地点か

ら左に入る未舗装の道路がある.交差点にはこれとい

った目印がないので困るカミこれを山側に約1.3km入り

更に右へやぶの中の細い道を歩くと目の前に真黒なアア

溶岩が見える･1977年溶岩である(第75図).

松久幸敬(鉱床部)曽屋龍典(環境地質都)

�歩���味���慴獵湯物��

6.1977年噴火

1975年11月29目の山頂噴火以来活動が止んでいたキラ

ウエアでは1977年の9月になるとEastriftzoneの

上部の地震の回数が急激に増加し噴火の前日にはリフ

ト･ゾｰンの中一上部で火山性微動が観測され山頂部は

沈降した.9月13目に溶岩は有史前の2つのコｰン

PuuKaIa1uaとPuuKaukaの間(第75図)の雁行状の割

れ目から噴出を開始した･この付近は樹木に覆われて

おり道路も狂いので観測はもっぱらヘリコプタｰを使

用してH･Y･O･の手によって行われた･噴出活動はは

じめのうちはリフト･ゾｰンに沿った約7kmにわたる

割れ目から行われたが次第に活発な噴出口は短かくなり

その中心付近にできた高さ約30mの小丘PuuKiai(g甘

a.dianhi11の意)から激しく溶岩を流出するようになっ

た･南に流下する溶岩は噴出口近くではパホイホイで
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第75図ハワイ島東端部の案内図矢印は本文中の見学･!一ス�
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あったが途中からガスを放出してアアヘと変化した(第

76図)･その流下速度は毎時150mときに300mであっ

た･噴出活動は10月1目まで続いた･最も長い溶岩

流は海岸近くの人家まで700mの地点にまで達しその

延長は噴出口から10kmであった.総噴出量は18日間

で35×106m3で8km2を覆った.ところが噴出活動は

終わってもまだ溶岩流は前進し続けたのである.つま

り溶岩流の表面は固結してもまだ内部は高温で流動性

を持っているために斜面の上方から圧力が加わると微

速桂がら前進するのである･10月中旬頃まで続いた前

進の速度は1目20cm程度であった.また溶岩流の

厚さはその先端から1.5ヒm上流地点では4mだが500

血上流地点では14mと先の方カミ帳れ上がったのである.

筆者の一人(三村)が10月下旬にここを訪れたときに

は溶岩の前進こそ停止していたもののまだ十分に熱

く溶岩周縁の草木はしきりにくすぶり続けていた.

三々五々訪れていた観光客のうちにはこの`1week

o1d1ava'と当時よぱれていた溶岩流の高さ!0m余りの

側斜面登はんを試みるものがあった.半分も登らぬう

ちに岩塊だらけの溶岩斜面はカラカラと乾いた音をた

てて崩れその内側からガスを放ち放がら高温の溶岩塊

がむきだしとなり危険極まりなかった.

H.V.O.のDLJ.P.LOcKwo0Dの好意で彼にヒロ

空港からセスナ機を操ってもらってようやく空中から

最も新しい溶岩流の全貌を視野に収めることができた.

夕やみ近づくキラウエア山腹の樹林がこげる煙がたち登

る中にアア溶岩が延々と黒い帯とたって流れ下ってい

た(第77図).波うつような溶岩の表面地形がはっきり

と読みとれる･シｰト･ベルトをはずしてカメラのシ

ャッタｰを切るのに夢中だった筆者はあけ放しにたっ

たセスナ機の窓からあやうく放りだされそうになり

Dr,LOCKW00Dの太い腕にやっとの思いで支えてもら

第76図1977年溶岩末端付近在ので表面がゴツゴツした典型的たア

ア溶岩である

わねぱならなかった.

7.カラパナの黒砂海岸

130号線に戻りカラパナの集落を過ぎるあたりの右手

に有名校黒砂海岸がある(第78図).黒い砂は玄武岩の

ガラスであり高温の溶岩が海中に流入した時に爆発を

起こして粉砕された破片である.この砂は海水の浸食

に弱いので美しい海岸の寿命は短かい･同様にしてで

きた黒砂海岸で観光客が多く訪れるのはプナルウ(第

75図)にもある･ノ･ワイではこの黒色の玄武岩ガラス

に緑色のオリビン･サンドそして白色のサンゴ砂の3

色の砂がセットでみやげ物として売られている.ただ

しもちろんここカラパナは公園内であるのでそれを採

取することは大学の地学の先生だと名乗っても公園の

管理人に許可されることは狂い.

溶岩が海中に流入した際の爆発によって大量の破片カミ

飛ぱされると海岸に小山ができる.これがリットラル

･コｰンである.ノ･ワイ島で有史時代にできたものは

マウナ･ロアの1868年溶岩でできたPuuHou(第75図)

などがあるが交通不便なので今回は省略する.

第77図山側上空から海を臨む写真左上に向って流れ下る1977年溶岩

溶岩にとりかこまれた樹木はなお噴煙をあげている

第78図カラパナの黒砂海岸(KaimuBlacksandBeach)�
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第79図キラウエア山頂のボｰリングの温度ZA肌｡cKIほ

か(ユ974)を簡略化

ここでカラパナからカポホを回って地熱井の見学に行

くことにする(第75図).

8.ハワイの地熱調査

資源エネルギｰ問題は今世界中を騒カミせているカミノ･ワ

イでは特にそれが深刻である･恋ぜなら火山島である

ノ･ワイには化石燃料はなくもっぱら輸入石油に頼りき

っているからである･この輸入石油の経済的負担を軽

減させようとノ･ワイでは地熱･太陽熱･海洋温度差･風

力･波力･海流校との自然エネルギｰを利用しようとい

う計画がある･この中でも地熱の利用は早くから着目

され開発が進められている.

ハワイでは今まで紹介したように頻繁に噴火が起こっ

ているしキラウエア･カノレデラの北東崖の上のStea-

mi㎎B1uffの割れ目からは常に蒸気力墳き出している

のを見ると地熱の利用は簡単にできそうに思える･し

かし世界各地の地熱発電所の多くは大規模な酸性火山

活動が起こった所に位置しておりノ･ワイのよう抵玄武

岩の火山に由来する地熱の利用には否定的た見方をす

る専門家が多い.また地熱発電には熱源だけでなく

熱せられた水が溜る層(貯溜層)か必要であるが激し

く発泡した溶岩の重なりでできているハワイにはたし

てそれカミあるかどうかも問題である.さらに頻繁に起

こる噴火による災害の危険や環境におよぼす影響などの

問題も抱えている｡ともあれノ･ワイの地熱調査の様子

を簡単に紹介しよう｡

地熱開発の最有力候補地はキラウエアのEastriftz0-

neSouthwestriftzoneそれにマウナ･ロアのSouth

WeStriftZoneである.さらにノ･ワイ島ではファラ

ライマウイ島ではハレアカラも有望でありマウイ･

モロカイおよびオアフ島では熱水の利用が考えられてい

る･ここではキラウエアの頂上とEastriftzOneの

候補地について紹介する一

キラウエアのEastriftzoneの東端付近をプナ地区

という･1961年にある会社が前に紹介した1960年と

1955年の噴火の噴出口の近くに2本づつ深さ50-200m

のボｰリングを掘った｡この浅いボｰリングの坑底温

度は43℃一10ガCを示したカミ結局浅い所には地熱は桂

いとされた.

一方先に紹介したようにキラウエア火山の研究はどん

どん進んでいった.一般に地熱地域の調査は地質･地

化学･物理探査などの項目について行われるカミハワイ

ではこのうち地質調査の項目は見当らない.つまり地

熱に関する限りもうこれ以上地質を調べなくても良いと

いうわけである･前に紹介したようにキラウエアの山

頂部の最近の噴火はカルデラの南部の深さ3-4km付

近の浅いマグマ溜りから起こっていると考えられている.

そこで1973年にノ･レマウマウ火口から1･1km南の標高

1,102mの地点で深さ1,262mのボｰリングが掘･られた･

つまり山頂から海面下にも達する穴があけられたのであ

る.このボｰリングはCo1oradoSchoo1ofMinesの

KELLERらが中心にたっそ行ったためにKene〆sKi1auea

We11と呼ばれることもある･逸水が激しかったために

カッティングスは回収できなかったが計47m分のコア

が回収され検層も行われた.

KELLER(1974)やZABLOcKI(1974)らの報告によれ

ば岩石はもちろん玄武岩で化学組成もほとんど均質であ

った.深さO-300mは薄いパホイホイ溶岩の重なり

30ト600mは厚い溶岩流か岩床600m以深は様々な厚

さの溶岩流の重なりであった.最も深い所から採取し

たコアは現在の海水面より低い所のものであるか海中の

噴出物では衣く陸上の溶岩であった.これは火山体が

自重により沈降したためである.深さ500m程度以深

は水を含む層であり(この上面をwatert･b1eという)そ

れ以下の溶岩の空胞には二次的に鉱物ができていたが変

質作用はあまり柾かった.

孔井内の温度は最も注目されていたのであるがこれ

は予想外の結果であった(第79図).Watertab1eまで

は20-3C℃と低くそこで急に80℃まで上昇し530

･一700mの間では80-8ポCの間であるがさらに深くな

ると900皿で63℃と下がってしまう.坑底付近では温�
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度はスムｰズに上昇し坑底では137℃を記録した.特

に坑底付近の温度上昇率は370℃/kmでありもしこの

まま上昇が続けぱあと3kmほどでマグマの温度に達す

ることになる･このことは前に述べた予想されたマグ

マ溜りの深さと調和的であるとZABLOCKIら(1974)は

述べている･途中に一度高温の部分があることの解釈

としては熱水の対流カミあるためであるとの説が有力だが

その深さ付近では横から熱い貫入岩体があってそこか

ら熱がきているのだろうといういかにもノ･ワイらしい説

もあるらしい.

キラウエアの地熱開発で特にこの山頂部で問題になる

のはここが国立公園内であることである.特に1973

年のボｰリング地点付近はなだらかな眺望のよい高原で

あり大き衣やぐらを人目につかたいようにする方法な

ど在い･事実このボｰリングの後山頂部の地熱開発

は行われてい狂い･従って“開発派"の人達の中には

1973年のボｰリングの時にせめてあと教百㎜掘っていた

らと考える人が多いという.

一方1970年代のはじめにハワイ大学･ノ･ワイ州･ハワ

イ郡･電気合杜などが集まってHawaiiGeotherma1

Project(HGP)が作られた.このプロジェクトは

①写真地質･物理探査･地化学探査･検層などの探査と

②貯溜層および地熱井の工学それに③環境･経済問題

の3つを柱とする第1期とボｰリングを主とする第2期

で始まり現在は試験的に発電所を建設する段階に至っ

ている.

HGPの本格的な調査は1973年夏からマウナ･ロアと

キラウエアについて行われその結果キラウエアのEast

riftZone東端のプナ地区が最も有望とされた一プナ

地熱地域の物理探査のデｰタはHGPの物理探査計画部

門の責任者であり日本にも何度か訪れてきているハワイ

大学のA･S･FURUMOTO氏によって1975年に日本の

r地熱｣誌上に紹介されている･

HGPのボｰリング地点選定委員会(委員長はA.T,ABO

TT氏であり同氏は1975年に死亡した)はプナ地区の1955年

の噴火の最初の噴出口から約400m南の地点を選んだ.

そこはリフト･ゾｰンの軸が少しずれている所である.

地熱井は道路のすぐそぱのわかりやすい所にある(第80

図).1979年7月現在施設の入口には案内版があり坑

井施設は金網で囲まれていた.周囲は溶岩原と林であ

る.

さて1975-76年にかけて行われたボｰリングの結果は

どうであったろうか.海抜約180mの地点から深さ

1,935mの穴が掘られ長さ約3mのコア10本の他にカ

ッティングスも回収された.岩石はもちろん全部玄武

岩でこのうち深さ約500mまでは陸上のアアとパホイホ

イ溶岩(一部シンダｰとスパッタｰを挟む)でありそれよ

り下は海中の噴出物であった.特に1,350m以深は熱

水変質を受けていた･温度は第81図に示したように深

さ600mから700mにかけて10ぴCから250℃へと急上昇

し1,050mで3000Cを超え坑底ではたんと358℃と

世界で最も高温の井戸となったのである.坑底付近の

温度上昇率は約350℃/kmでありFURUMOT0民カミ目本

における講演でrあと1,000m振れば70ぴCになってし

まう｣と笑いながら語ったように熱源に非常に近いこと

を示している､第82図はHGPのパンフレットに出て

いる模式断面図であり一見目本でも出されている同種

の図と似ているが大きく異なる点は熱源となる溶融マ

鑓

第80図ブナ地区の地熱弁a)全景

b)説明をするのはH.Y.0.所長R.DECK服底�
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第81図プナ地区で掘られたHGPの地熱井の温度

KIH五趾ほかを簡略化

グマがボｰリング地点の下までずっと横に伸びてきて

いることでありしかもそれが真実に近いことである.

発電の可静性をさぐるために坑口を開けたところ約

150℃の熱水まじり蒸気(蒸気的70%)が噴き出し約3千

kwの発電が可能だということになった･発電所はヒ

ロから遠隔操作し係員が1目1度点検をしに来る予定

であるという.

面白いと言っては語弊カミあるが発電施設の火山災害

対策もハワイならではのものがある.1974年にハワイ

で開かれた地熱のシンポジウムの申でも溶岩流に覆わ

れないように発電所を大きなシンダｰ･コｰンの上に建

設したら良いとかその方法はそのシンダｰ･コｰンが

次に噴火を始める前までしか安全ではないとか議論され

た｡結局採用された方法は発電所の各設備を溶岩流

に覆われそうに狂ったらいくつかの部分に分けてすぐ

に移動できるようにあらかじめ可動式にしておくとい

うものである.

第83図カポホの西にある溶岩樹型公園
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第82図HGPのパソフレソトに掲載されている模式断面図

プナ地区ではさらに地熱貯溜層の境界を決定するため

の調査が進められておりある試算によればこの地域に

は100年間にわたって50万kwの発電をする能力があると

いう.ただここがノ･ワイ最大の電力消費地であるオア

フ島と離れているために一般の需要以外に新たにマン

ガンノジュｰルの処理施設や水からの水素製造施設など

の建設が考えられている･今回の発電所は小さなもの

であるかdemonstratiOnp1antとして位置づけ新た

な資本の投入を刺激する効果も期待されている(GRABBE

andKANINS,1975)のである･

9.溶岩樹型公園

地熱井地点からヒロヘ戻る途中の道路右手に溶岩樹型

公園(LavaTreesStatePark)がある(第83図).この

溶岩樹型を造ったのは1790年(?)の溶岩流で樹皮の痕

跡を見たり溶岩の流れの方向を推理したりできるのは

�

慶

第8些図溶岩樹型の形成因(M00REandRIC亘TER,1962)

1.熱帯林の低地2.流下した溶岩流の表面と底面それに

樹木に接した部分が冷却固結3.溶岩流が流れ去った後に

溶岩樹型が残る�
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第85図ユ977-1979年のキラウニア山頂部の膨縮変化図(H.V.O.,1979)

縦軸が変化量で下方へ収縮を示す横軸は年月
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楽しい(第84図).

さて北北酉に約30kmのヒロヘ戻る車窓からの眺めは

一面のさとうきび畑である･日系の農家も多いに違い

在い･昨年テレビで放映され反響を呼んだ日系の1世

2世3世をテｰマにしたドラマrあめりか物語｣では

ここも重要な舞台であった.アメリカでも放映される

ことになったとH.V.O.のYAMAMOTO氏から便りが

あったのはつい最近のことである.

快よい風に帰路を急ぐ筆者らの胸に去来するのは次

に来るときはキラウエアの生の噴火をぜひ眼前にしたい

という願いであった･あの生々しい溶岩流を想い出す

までも泣くつい最近ことに1974年までは盛大な噴火

活動カミ続いていたのだ.それかせいぜい1977年の小規

模噴火だけとはあまりにも静かすぎはしないか.いっ

たい最近のキラウエアはどうなっているのだろうかP

155.15｡

10.最近のキラウエア火山

10-11975年以降のキラウエア

キラウエアが一見噴火活動をひかえておとなし

くなってしまったようにみえるのは明らかに1975

年のカラパナ大地震以降である･このときの大地

震では既にその2-3週間前からM=3.5-4.5の

地震が続いておりやがて1974年12月のよう匁噴火

がはじまるものと予想されていたのであった.結

局大方の予想を裏切り噴火のかわりにM=7.2の大

地震カミ発生し噴火の方は山頂部で主震の45分後に

ごくわずかカルデラ底で申しわけ程度に起きただけ

であった.まさに泰山鳴動してネズミｰ匹であっ

た.

しかしこのわずか匁噴火直後山頂部は急速に収

縮をしその収縮した量はこのとき噴火した溶岩

の100から1,00C倍もあったと見積られている･一

体この量に相当するマグマはどこへいってしまったので

あろうか･種々の観測デｰタからはその大部分は山

頂部からEastriftzoneの下へ貫入していったものと推

定されたのである.
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ともかくこのあとキラウエア火山は毒気をぬかれた

ように全く静かになってしまった.1979年夏の国際

火山学会もだからこそH.V.O･が主体となってノ･ワイ

島で開催されるだけの余裕カミ生じたともいえそうである.

キラウエアが小規模放がら再び火を吹いたのは実に

21.5ヵ月ぶりすでにのべた1977年9月である.

35×106m3の小規模な溶岩を噴出した1977年の噴火で

特徴的なことのひとつは噴出した溶岩がきわめて分化

の進んだソレアイトであったことである.斜長石が

最も多く普通輝石かんらん石斜方輝石それに不

透明鉱物の瑳晶をもつ溶岩はキラウエア

火山としては珍らしく斑晶量も多い.
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第86図ユ979年11月16-17日･噴火に伴う震源分布図(H.V.0.,1979)

似たものは1955年の噴火で少しみられた

位らしい･このような溶岩はキラウエ

アに一般的たソレアイト･マグマから

20ないし40%の結晶を結晶分別作用でと

りのぞくとできるといわれる曲

噴火では時間と共に溶岩の組成変化も

みられた誼噴火の大部分9月!3目から26

1ヨにかけては最も分化の進んだマグマが

噴出し溶岩の中には斜長石や輝石の斑

晶が多く認められた岳ついで9月27目

ぽはかんらん石斑晶の多いより典型的

匁ソレアイトに近いマグ㌢が噴出して

いる｡とはいえこれもやはり分化の�
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進んだ溶岩で結局噴火にともなって収縮した

山頂部(第85図)から直接由来したと思われ

るマグマは全く姿を現わしていないのであ

る.

これと似たような特徴は1979年11月に起

った噴火でも認められたらしい.

10-21979年一最も新しい噴火

昨年の11月16目から17目にかけてたった

22時間で終ってしまった｣目噴火'の噴出

物をまだわれわれは手にしてみてはいない.

噴火の模様は今年4月にわが地質調査所を訪

れたH.V.O.のN.G.BANKS氏から聞くこ

とができた｡この他に現在までに入手でき

たわずかな速報の類から要約すると次のよう

な噴火であった.
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第88図

噴火の3週間前から山頂からEastriftzoneにかけて

地震が起るようになり山頂部の膨張は減少し1977年

の噴火地点カミ上昇し始めた｡噴火前夜9時には深さ1

-5kmの浅い地震カミ頻発し始めEastriftzoneとKoae

断層系それにパウアヒ･クレイタｰ(PauahiCrate･)の

西方1ヒmの南北方向の線で囲まれた三角形の地域(第86

図)に集中するようになった.同9時半には山頂ろ傾

斜計が急激な山頂の収縮を示し(第85図でははっきりと

はでていないが)同時に噴火地点が上昇した､山頂の噴

煙では10日程前にS0･含量の増加か認められた･

1979年11月の噴火割れ目見取図(H.V.O.,1979)

E,P,Wなどは主な火道の位置

噴火は11月16日朝8時21分にパウアヒ･クレイタｰの

北東に生じた割れ目から始まり次いで同クレイタｰ内

の北酉壁中腹さらにChainofCratersRoadを挾ん

だ西側に生じた割れ目からも溶岩を噴き出した(第87図).

噴火割れ目(第88図)の方向はいずれもN70.Eで全体の

長さは1.8km程である･割れ目カ欄くときは鋭い破裂

音(…cking･omd)がしたという･火のカｰテン

は最盛時長さ100m高さ5-10m程度であったがやが

て幅狭く高さ10m程のいくつかの溶岩泉となり一昼夜

をへて翌17目午前6時半には噴火を終了してしまった.

噴出量は0.7×106ms以下という極めて小規模なもので

繁87懸

ユ9?9年1工月16日噴火(BANKS

底鑓供)小規模な火のカｰ

ダソとたっている割れ員火1コの

鱗行配列カ慨瞭である写真

/沸88図のW1一印5北西上空

からで写真中央右下火口手前に｡

人が加コている.写真右上が

簿岩の窒放城下方向左上に噴

鰍助吋んでChaiIユ｡壬

｡燗t鉗竃股｡乱dがはしる�
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あった･溶岩の流れも同じ朝8時すぎには止ったが

これによってChainofCratersRoadは切断された(第

89図).

この噴火では山頂からマグマカミリフト下へ供給されて

くるという1974年までの図式は成立してい狂い.噴火

に伴っでそのようなマグマの移動は認められなかったの

である･地震は噴火地域下で初めの2時間に3kmか

ら1kmの深さに上昇している.したカミって噴火は

どうやらリフト･ゾｰン下に既に貯えられていたマグマ

が地表に噴き出したものであったらしい.たしかにこ

のとき噴出した溶岩の揖度は1,040-1,08ぴCで1974年

までのマウナ･ウルの溶岩などと比べると低温で粘性も

大きかった｡溶岩には2mmに達するかんらん石の斑

晶が含まれているカミ面白いことに早期に噴出した溶岩

でその量が1-3%なのに対し晩期では3-8%と増

加しリフト･ゾｰン下のマグマの溜り内部でかんらん

石結晶の沈降が行われていたことを示している.やは

り噴火したマグマはリフト･ゾｰン下の浅い溜りで数カ

月かあるいは数カ年か貯えられていたと考えた方カミよさ

そうである.

以上のべたように一度匁らずくり返された最近の小規

模噴火の特徴は山頂部の収縮と共に大量のマグマカミリ

フト･ゾｰン下に供給されかたりの期間そこで貯えら

れたのちそのごく一部だけが噴火することでこのス

タイルは今までにのべた1974年までの典型的な噴火モデ

ルとはいささか異っている.キラウエア火山下でのマ

グマの供給量の割合が仮りに最近でも大幅に変っては

いないとすると山頂部の収縮という形でリフト･ゾ

ｰン下に供給され噴出しないままになっている莫大な

余剰マグマ(･X･･SSSt…dm･gm･)は一体どうなってい

るのであろうか～この余剰なマグマと1975年以降パタ

リと停滞したかにみえるキラウエア火山の噴火活動とを

説明することを試みたのカミ1975年のカラパナ大地震と

結びつけたAndoモデルで1979年のノ･ワイ国際火山学

会にも発表された.

10-3将来の噴火活動

キラウエア火山ではここ当分の間大噴火は起らない

だろうというのがこのモデルを主張した京大防災研の安

藤雅孝さんの考えである.

キラウエア火山山頂の膨張後に発生した1975年のカラ

パナ地震(M=7.2)ではカラパナの南深さ10kmで走向

N70.E南傾斜20｡の20×10km2の面を境として低角度の

正断層が生じこのあとキラウエア山頂の収縮カミ生じた

ものと考えられる.これと恐らく似た側カミ約100年前

1868年の地震でこの間に大きな地震カミなく地震直後

に噴火の静隠期が認められるという.以上を説明する

モデノレは第90図で一定量のマグマがキラウエア火山下に

供給され山体を側方へ圧迫すると臨界に達した山体カミ

外側に向ってスライドを起し地震を生ずるというもの

でこの地震で生じた山体の室隙(恐らくリフト･ゾｰン

下の割れ目)をマグマが再び埋めきるまでは大噴火は起

鶏89鰯

至9?9牢ωヨ噴火で鰹を勅ずなが

ら鉤鱗凄枇るChai皿｡£

c臓廠魯豆｡認d(B人NKs氏提

供)滋脇のカ㌧1峠堀めつ

つパ糸}1}溶岩が灼熱の内部

を幻そか娃}ζ遁脇か控ソタｰ･

㌘イソ音こ遜づいている�
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大地震発生

低マグマ圧から上昇へ
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第90図カラパナ地震前後のキラウエア火山の断面モデル
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らない.さらに過去70年間のマグマ貫入による地殻変

形の割合からみてむこう20-30年間は大きい噴火はな

かろうという主張である.

一方前にも少しふれたが最近ハワイ島ではたかだ

か200年程度しかない有史'以前の噴出物について1里C

年代測定法を駆使してより長い期間での火山活動の経

緯を明らかにしようとする試みがH.V.O.等を中心とし

て行われている.

R･T･HOLCOMB(1979)はこれに古地磁気の測定をあ

わせて過去2,000年間のキラウエアの火山活動を通覧

しているカミそれによれば500-250年前に古いカルデラ

を埋めて現在の山頂部が形成されたのち今のカルデラ

が新しくできたのはたかだか18世紀に入ってからのこと

らしい･以降2回の水蒸気狂いし水蒸気一マグマ爆発

を境にキラウエアの噴火活動はそのスタイルを変えて

いる｡現在のカルデラ形成後1790年の水蒸気一マグマ

爆発まではもっぱらリフト･ゾｰンにそう側噴火が行わ

れていたが爆発後は山頂カルデラに主な噴火活動の場

が移っている.前にのべたノ･レマウマウの溶岩湖が熱

くたたえられていたのもこの時代である.同時にキラ

ウエア火山の有史の時代にもたるのだがこの主な噴火

活動の湯カミ短い山頂噴火から大規模な側噴火へと移るよ

うに狂ったのは1924年の水蒸気爆発以降である.彼に

よれば現在はマグマがもっぱら山頂下から横方向に

Eastriftzoneの標高の高い上部地域に供給されている

時代だという･リフト･ゾｰンの下方地域には供給さ

れていないらしい.

安藤さんの考えをいれれぱそうなったのは明らかに

1975年のカラパナ地震以降ということになる.いずれ

にせよわれわれとしては20ないし30年後と予想される

キラウエアの大噴火までしぱらくの間盛大た噴火を目

撃するのは待つ覚悟をせねぱならないのかもしれない.

むしろ最近噴火が期待されるのはキラウエアよりもそ

の親クジラのマウナ･ロアだろうともいわれている.

一方ではキラウエア南方の海面下では麗にふれた新し

い孫クジラロイヒ海山カミ胎動を開始している.人間

の一生と比べてとてつもなく長大な時間スケｰルで確

かにこのノ･ワイの火山達は決してその活発た活動を終っ

てはい狂い｡1975年以降のキラウエア火山の静隠な時

期も今はんの一息いれただげ狂のであろう.

ひた走りに走ったクルマは既にヒロの街へ入っている.

われわれはここで火山活動の新しい時代に入ったかのよ

うなノ･ワイ島をあとに北西へとノ･ワイの他の島々を

めぐる旅にでかげようとしている.壮大な火山と海の

ドラマか展開されるであろうハワイ島の`未来'へそ

のタイム･トラベルヘ!

11.あとがき

以上ハワイ･キラウエア火山についてその地質の概要紹介と

ガイドブックのスタイルをとりながら最近の研究成果にふれ

その噴火活動の現況と将来への特徴を大づかみLようと筆を進

めてきた.気軽に始めたこのシリｰズも書きはじめてみる

と限られた紙数ではとても果せない位に言及すべきことが

多いのに今さら次カミらわれわれは驚かされた.たにぶん相手

は世界で最も研究が豊富に蓄積された火山なのである.あえ

て目をつぶった文献も数多い｡誤まりがあればそれは筆者

らの責任であり筆の致らなかった所はおわびのほかは扱い.

多人数の執筆のためシリｰズ全体の統一が保てたかも自信がな

い｡それでもキラウエア火山の現況が少しでも紹介できたの

であれば幸いである.たおこれまでに割愛した内容のうちキ

ラウエア･カルデラ底紀行は共著者の一人須藤が次号に紹介す

るので参照されたい.

おわりになってしまったがこの旅と執筆にさいし様々の手

持ち資料を惜しみなく提示して下さった一色直記技官に一謝意を

表する･また1979年ユ1月の噴火の写真を快く提供してくだ

さったH.V.〇一のNormanG.BANKs博士にお礼申しあげ

る･執筆とりまとめの分担を以下に記してこの短いシリｰ

ズを終らせて頂く.

地質ニュｰスNo.310(その1)1～3;松久4-1;三

村･同No･312(その2)4-2～4-5;三村.同No.314

(その3)4-6～4-8;須藤4-9～4-16;曽屋､同

No.315(その4)5～9;須藤10～11;三村.

おわびと訂正:No.31442頁第61図の写真は天地が逆に

なっていますおわびいたします�


